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広  報

　一夜ごとに秋深まる 11 月。葛
尾城跡の楓も色鮮やかに染まり
ます。郷土を見守り続けてきた
葛尾の歴史を体感するとともに、
美しい自然を堪能しに足を運ん
でみてはいかがですか。

〈写真は昨年11月〉

深秋の葛尾へ
葛尾城跡の楓



イータ君

写真付き住民基本台帳カード（原寸）

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
ご
利
用
を

運
転
免
許
証
の
な
い
方
で
も
使
え
る
便
利
な
身
分
証
明
書
で
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
写
真

付
き
と
写
真
な
し
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
有
効
期
間
は
10
年
で

す
。
）

○
郵
便
貯
金
・
銀
行
口
座
の
新
規
開

設
の
と
き

○
金
融
機
関
な
ど
で
の
振
込
の
と
き

○
利
子
・
配
当
・
償
還
金
・
書
留
郵

便
な
ど
の
受
取
の
と
き

　

次
の
も
の
を
用
意
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
カ
ー
ド
交
付
ま

で
に
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

①
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
庁
発
行

の
顔
写
真
付
の
証
明
書
（
な
い
場

合
は
、
照
会
文
書
に
よ
り
意
思
確

認
を
行
い
ま
す
。
）

②
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る

方
は
顔
写
真
（
縦
４
．
５
㎝
×
横

３
．
５
㎝
）

③
印
鑑
（
認
印
）

④
手
数
料
５
０
０
円

鑑
（
認
印
）
、
手
数
料
５
０
０
円

を
用
意
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
住
民
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
１
２
２
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
２

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

電
子
証
明
書
を
利
用
し
た
国
税
の
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
「
ｅ̶

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
」
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
を
す
れ
ば
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

申
告
や
申
請
、
納
税
が
で
き
、
税
務

署
に
何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

　

ｅ̶

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、

電
子
証
明
書
を
記
録
し
た
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
や
、
税
務
署
へ
の

届
出
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

国
税
庁
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

０
５
７
０
―
０
１
５
９
０
１

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
を
利
用
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
確

定
申
告
な
ど
の
申
請
や
届
出

が
で
き
ま
す
。
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
こ
う
し

た
電
子
申
請
や
届
出
を
行
う

と
き
に
、
他
人
に
よ
る
な
り

す
ま
し
申
請
や
改
ざ
ん
を
防

ぎ
ま
す
。

○
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印

身
分
証
明
書
と
し
て
、

こ
ん
な
と
き
に
便
利
で
す

申
請
方
法

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
電
子
証
明
書
」
を
記

録
で
き
ま
す
。

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
国
税
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

ｅ̶

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
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11
月
は
国
民
年
金
月
間
で
す

み
ん
な
で
支
え
る
、み
ん
な
の
未
来
。国
民
年
金

　

公
的
年
金
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
老
後
の
生
活
を
国
全

体
で
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。
そ
の
基
本
と
な
る
国
民
年
金

は
、
す
べ
て
の
人
に
「
基
礎
年
金
」
の
給
付
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
日
本
に
住
所
の
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を

負
担
す
る
こ
と
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
国
民
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢

者
の
世
代
を
支
え
る
し
く
み
で
す
。

現
在
、
現
役
の
方
が
高
齢
者
世
代
を

支
え
、
将
来
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
と
き
の
現
役
世
代
が
支
え

ま
す
。

国
民
年
金
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

年
金
記
録
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録
の

確
認
を
進
め
て
お
り
、
平
成
19
年
12

月
か
ら
平
成
20
年
10
月
ま
で
に
全
て

の
方
に
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
付
し
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
年
金
加
入
記
録

を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
加
入
記
録
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、

長
野
南
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、

上
田
年
金
相
談
室
（
上
田
駅
前
ビ
ル

パ
レ
オ
４
階
）
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
ま
た

は
年
金
証
書
、
印
鑑
、
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
で
調
査
後
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所

経
由
で
『
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委

員
会
』
へ
申
し
立
て
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
で
も
毎
月
１
回
年
金
相

談
（
第
３
水
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
７
月
６
日
の
『
年
金
時

効
特
例
法
』
施
行
に
よ
り
、
５
年
の

時
効
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

は
、
本
来
受
け
取
る
べ
き
年
金
が
判

明
し
た
方
は
、
直
近
の
５
年
間
分
し

か
遡
っ
て
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金

の
増
額
分
は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し

長野南社会保険事務所 案内図

た
分
も
含
め
て
、
ご
本
人
ま
た
は
、

遺
族
の
方
へ
支
払
い
ま
す
。

・
す
で
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
受
給
者
の
方

　

社
会
保
険
庁
か
ら
ご
本
人
に
支
払

手
続
用
紙
が
順
次
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
署
名
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
受

給
者
の
方

　

手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

金
記
録
の
訂
正
に
合
わ
せ
て
、
自

動
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
南
社
会
保
険
事
務
所

　

☎（
０
２
６
）２
２
７
―
１
２
８
４

　

年
金
記
録
照
会
電
話
専
用

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０
（
24

時
間
、
土
日
も
対
応
。
年
金
手
帳

ま
た
は
年
金
証
書
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
）

　

坂
城
町
役
場
住
民
環
境
課
住
民
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
１
２
３
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
３

『
年
金
時
効
特
例
法
』が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

そ
の
た
め
、
65
歳
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
額
（
40
年
間
納
め

た
場
合
）

　

７
９
２
，
１
０
０
円

　

（
平
成
19
年
度
年
額
）

①
終
身
保
証
さ
れ
ま
す
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上田年金相談室 案内図
(上田駅前ビルパレオ4階)

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

き
こ
え
る
よ　

　
　
　

耳
を
す
ま
せ
ば  

心
の
さ
け
び

　

児
童
虐
待
が
急
増
・
深
刻
化
し
て
い
る
今
日
、
長
野
県
内

児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
平
成
13
年

度
３
３
５
件
か
ら
平
成
17
年
度
５
９
９
件
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
し
づ
ら
い
時
代
に

　

数
十
年
前
ま
で
、
子
ど
も
は
大
家

族
や
地
域
の
中
で
、
親
だ
け
で
な
く

た
く
さ
ん
の
大
人
に
見
守
ら
れ
て
育

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、

都
市
化
と
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育

て
を
支
え
る
周
囲
の
手
が
さ
し
の
べ

ら
れ
ず
、
家
族
が
孤
立
し
て
い
る
状

況
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
は
家
族
、
社
会
全
体
の
問
題

　

虐
待
者
の
６
割
以
上
が
実
の
母
親

で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
か
ら
、
母
親

ゆ
え
に
子
育
て
に
深
く
か
か
わ
り
、

責
任
や
負
担
を
ひ
と
り
で
背
負
っ
て

い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
に
直
接
虐
待
を
し
て

し
ま
う
の
が
母
親
で
も
、
背
後
に
は

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
暴
力
）
や
夫
の
非

協
力
・
無
理
解
、
家
族
の
病
気
な
ど

何
ら
か
の
要
因
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

虐
待
は
「
が
ん
ば
っ
て
も
、
も
う
ど

う
に
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
親
の
心

の
悲
痛
な
叫
び

　

親
だ
け
を
一
方
的
に
責
め
て
も
、

問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悩
み
を
抱
え
る
親
子
に
救
い

の
手
を
さ
し
の
べ
、
立
ち
直
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体
で

子
育
て
を
見
守
る
こ
と
が
、
虐
待
そ

の
も
の
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
が
ま
ん
し
な
い
で
！

　

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も

の
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る
各
機
関
（
児

童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
な
ど
）
や

町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
健
康
課
、
民
生
児

童
委
員
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

警
察
、
病
院
な
ど
で
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
は
各
機
関
ま
た
は
、

左
記
相
談
電
話
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

　

☎
０
２
６
３
―
９
１
―
２
４
１
０

　
専
任
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

い
ま
、
ど
う
し
て
虐
待
は
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活
を

保
護
す
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
支
給

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
、
一

定
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

年
金
額
は
、
毎
年
の
賃
金
や
物
価

の
変
動
に
あ
わ
せ
て
改
定
さ
れ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
年
金
の
実
質
的
価
値

を
維
持
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
、
11
月

上
旬
に
国
民
年
金
の
控
除
証
明
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
な
ど

の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
住
民
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
１
２
３
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
３

　

国
民
年
金
制
度
は
、
長
期
的
な
視

野
に
立
ち
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ
の
国

の
負
担
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
３

分
の
１
か
ら
２
分
の
１
へ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。 ②

万
一
の
と
き
の『
障

害
年
金
』『
遺
族
年
金
』

④
年
金
額
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
り
変
動
し
ま
す
。

③
国
が
運
営
す
る
制
度
で
す

⑤
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控

除
の
対
象
で
す
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6

後期高齢者医療制度に関するＱ＆Ａ
　「後期高齢者医療制度」は、長野県内81のすべての市町村で設置された「長野県後期高齢者医療広域連合」
が主体となって運営する、75歳以上の方を対象とした新しい医療制度です。
　保険料の徴収や窓口事務は市町村で行い、新たに設立された広域連合が事務を行います。

この新しい医療制度は、どのようなものですか？
　国がすすめる医療制度改革のひとつで、老人医療
費を中心に、国民全体の医療費が増え続けている中、
世代間の負担が問題になっています。
　後期高齢者医療制度は、世代間の負担を、公平で

分かりやすくしていくための新しい制度です。
　平成20年４月から、75歳以上の方については、現在
の「老人保健制度」の対象から「後期高齢者医療制
度」という新しい医療制度に変わります。

新しい制度になると、具体的に何が変わるのですか？
　この制度では、お医者さんにかかった費用の一部に
あてるため、所得などに応じて決められる「保険料」を
納めていただくことになります。
　この保険料は、県ごとに一律の保険料率が設定され、
所得に応じて一人ひとりの金額は異なりますが、原則と

して年金から「天引き」となります。所得の状況などに応
じて「軽減措置」も考慮されます。
　なお、具体的な「保険料」については、11月に広域連
合において、決定される予定です。

対象となる方は、75歳以上のすべての方ですか？
　はい、現在の老人医療制度の対象者と同じで、75歳
以上の方と、65歳以上で一定以上の障害認定を受け
た方が対象になります。

　健康保険組合や共済組合などの加入者や、その被
扶養者も扶養から外れて、移行（加入）となります。

お医者さんにかかるときに自分で支払う費用や保険証などは？
　お医者さんの窓口では、今までどおりの負担で変わり
はありません。
　これまでの老人保健制度では「保険証と老人保健
受給者証」の両方を見せていましたが、来年4月からは、

一人ひとりに交付される「保険証」だけを見せれば、受
診できるようになります。
　この保険証は、一人ひとりに、一枚交付されるように
なります。

　健康で自立した生活を過ごすことは、医療費の節約
にもつながります。
　これには、若いうちから定期的に健康診断を受ける
ことが大切です。

　日ごろから、簡単にできる運動の習慣や、バランスの
とれた食生活を心がけて、「健康寿命」を延ばして、い
つまでも元気な生活が送れるようにしましょう。

平成20年４月から
75歳以上の高齢者の新しい医療制度が始まります

平成20年４月から
75歳以上の高齢者の新しい医療制度が始まります

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

最後に

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎８２－３１１１（内線１３３）　有線８８－１０２９
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日　　　　 程 場　　 所 料　　　 金

11月13日（火）
セット検診
子宮がん検診
１２：００
　　～１２：３０
乳房検診
１３：００
　　～１３：３０

文化センター セット検診………3,000円
子宮がん検診……1,700円
　〃　（節目）…　900円
乳房検診…………1,300円14日（水） 保健センター

日　　 程 場    所 料   金
11月26日（月）

保健センター
（予約制） 3,300円11月27日（火）

28日（水）

日　　 程 場    所 料   金
12月6日（木） 保健センター

（予約制） 2,900円
7日（金）

日　　　　 程 場　　 所 料　　　 金

11月30日（金） ８：３０
　～１１：００
１３：００
　～１５：３０

保健センター

Ａ…３,８００円
Ｂ（Ａ＋心電図）…４,６００円.
Ｃ（Ａ＋眼底検査）…４,２００円
Ｄ（Ａ＋心電図＋眼底検査）…４,９００円12月 ３日（月）

日
程

　

12
月
〜
３
月
の
第
２
・
第
４
金
曜

日（
12
月
の
み
第
１
第
３
金
曜
日
）

時
間　

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師　

ス
タ
ジ
オ
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
石
川
真
美
さ
ん

定
員　

20
人

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

チ
ュ
ー
ブ
（
な
い
方
に
は

お
貸
し
し
ま
す
）
、
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
水
ま
た
は
お
茶
（
水
分
補

給
用
）

申
込
期
限　

11
月
22
日
（
木
）

　

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
５
１
１
）

　

有
線
８
８
―
１
０
４
７

　

町
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
地

震
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
木

造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
診
断
を
希
望
す
る
方
は
、

役
場
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
診
断
は
無
料
で
す
。

簡
易
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
住
宅

・
一
戸
建
て
の
個
人
所
有
の
住
宅

・
木
造　

在
来
工
法
の
住
宅

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
管
理
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
１
７
５
）

　

有
線
８
８
―
１
０
１
４

保健センター検診情報
乳房・子宮がんセット検診（乳房単独又は子宮がん単独の受診もできます。）

対象：乳房検診…30才以上　子宮がん検診…20才以上

乳房レントゲン検診（マンモグラフィ）
対象：40才～74才で今年偶数年齢になる方

◎問い合わせ先　保健センター　☎８２－３１１１（内線５１１・５１２）　有線８８－１０４７

チ
ュ
ー
ブ
体
操
第
Ⅲ
期
参
加
者
募
集

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
の
利
用
を

随時、申込を受け付けますので、実施日７日前までにお申し込みください。

肺がん検診　対象：40才以上

健康スクリーニング・大腸検診　対象：20才以上

※上表のＡの内容は尿検査、身体測定、血液検査、問診、血圧、診察、相談
※希望で、前立腺がん検診、骨検診、Ｃ型肝炎ウィルス検査ができます（有料）
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坂
木
の
古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
そ

の
歴
史
や
成
り
立
ち
を
掘
り
起
こ
し
、

自
分
の
住
む
坂
城
へ
の
愛
着
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
（
火
）

　
　
　

午
後
７
時
〜

場
所

　

中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

演
題

　

信
濃
惣
大
将
・
村
上
信
貞
と
坂
木

　

講
師　

宮
下
修
さ
ん（
町
学
芸
員
）

　
　

【
第
３
回
以
降
の
予
定
】

第
３
回　

12
月
11
日
（
火
）

　

「
葛
尾
城
と
県
内
の
山
城
」

　

講
師
：
浅
野
井
坦　

さ
ん

第
４
回　

１
月
22
日
（
火
）

　

「
長
谷
川
安
左
衛
門
と
坂
木
」

　

講
師
：
山
﨑
仁　

さ
ん

第
５
回　

２
月
12
日
（
火
）

　

「
坂
木
宿
と
新
地
鼠
宿
の
争
い
」

　

講
師
：
柳
澤　

哲　

さ
ん

第
６
回　

３
月
11
日
（
火
）

　

「
昭
和
天
皇
の
行
幸
と
坂
木
」

　

講
師
：
大
橋
幸
文　

さ
ん

主
催　
（
株
）ま
ち
づ
く
り
坂
城

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
城
町
商
工
会

　

☎
・
有
線
８
２
―
３
３
５
１

ス
ト
ッ
プ
!!  

地
球
温
暖
化 

連
載
特
集　

第
11
回　

過
度
の
暖
房
を
抑
え
て
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
過
ご
そ
う
！

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

暖
房
機
器
を
過
度
に
使
っ
て
は
い
ま

せ
ん
か
。

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
、
暖
房
時
の
職
場
の
室
温

を
20
℃
に
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
動

き
や
す
く
暖
か
い
格
好
を
し
て
過
ご

す
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
外
気
温
が
７
℃
の

と
き
、
エ
ア
コ
ン
暖
房
の
設
定
を
21

℃
か
ら
20
℃
に
し
た
場
合
、
二
酸
化

炭
素
の
削
減
量
は
約
25
．
７
㎏
に
な

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は

り
ま
す
（
年
間
）
。
環
境
省
に
よ
る

と
、
平
成
17
年
度
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

推
進
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
削
減
量
は

推
計
で
約
１
４
１
万
ト
ン
（
約
３
０

０
万
世
帯
の
１
ヶ
月
分
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
に
相
当
）
の
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
秋
か
ら
は
「
寒
い
と
き
は
着

る
」
「
過
度
な
暖
房
に
頼
ら
な
い
」

を
合
い
言
葉
に
、
職
場
で
室
内
の
温

度
を
20
℃
に
設
定
し
、
動
き
や
す
く

効
果
的
な
重
ね
着
を
工
夫
し
た
り
、

ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア

な
ど
を
着
用
し
た
り
し
て
体
感
温
度

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
も
、
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー
ブ
、

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
つ
け
っ
ぱ

な
し
を
や
め
て
、
使
わ
な
い
と
き
や

室
内
が
暖
ま
っ
た
と
き
は
こ
ま
め
に

消
し
、
太
陽
光
を
取
り
入
れ
た
り
、

保
温
効
果
の
あ
る
衣
類
を
着
た
り
し

て
省
エ
ネ
暖
房
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
暖
房
の
温
度
を
１
℃
低
く
設
定
し
、

冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
設
定
し
た

場
合
…
Ｃ
Ｏ
２
約
31
㎏
／
年
削
減
・

約
２
，
０
０
０
円
節
約
▼
家
族
が
同

じ
部
屋
で
過
ご
し
暖
房
と
照
明
の
利

用
を
２
割
削
減
し
た
場
合
…
Ｃ
Ｏ
２

約
２
４
０
㎏
／
年
削
減
・
約
１
１
，

０
０
０
円
節
約
▼
炊
飯
器
の
保
温
を

や
め
た
場
合
…
約
31
㎏
／
年
削
減
・

約
２
，
０
０
０
円
節
約
（
長
時
間
の

保
温
よ
り
も
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
な

お
す
方
が
電
力
消
費
が
少
な
い
）

暖
房
に
頼
り
過
ぎ
な
い

工
夫
を

Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
同
時
に

家
計
も
節
約

　

最
近
、
山
や
川
だ
け
で
な
く
、
町

内
の
空
地
や
畑
、
田
に
ご
み
の
不
法

投
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
法
投

棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

歴
史
講
演
会

第
２
回「
坂
木
街
道
塾
」
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男
女
の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、

個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
大
切
さ
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。
当
日
は
託
児
所
も
用
意

し
ま
す
の
で
（
要
事
前
申
込
）
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
方
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　

（
午
前
12
時
30
開
場
）

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

主
催　

坂
城
町
、
坂
城
町
女
性
団
体

連
絡
会
、
坂
城
男
女
共
同
み
ん
な

の
会

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◆
活
動
報
告　

午
後
１
時
20
分
〜

　

男
女
共
同
み
ん
な
の
会
と
坂
城
高

校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
共
に
行
っ

た
「
男
女
共
同
参
画
意
識
ア
ン
ケ

ー
ト
」
や
懇
談
に
つ
い
て
の
活
動

報
告
で
す
。

◆
記
念
講
演　

１
時
50
分
〜

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
通
じ

て
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

好
評
を
博
し
た
「
信
濃
村
上
氏
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
再
び
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
部
構

成
で
開
催
し
、
第
１
部
は
、
町
内
３

小
学
校
の
６
年
生
と
坂
城
中
学
校
の

皆
さ
ん
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

使
っ
て
勉
強
し
て
き
た
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
の
成
果
の
発
表
会
。
第
２
部

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火

山
」
で
坂
城
が
誇
る
戦
国
武
将
「
村

す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」

放
映
に
伴
い
、「
村
上
義
清
」の
名
が

全
国
に
知
ら
れ
る
中
、
改
め
て
ふ
る

さ
と
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分

　
　

（
午
前
９
時
開
場
）

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
１
部

「
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
」

　

町
内
小
中
学
生
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
学
習
」
の
成
果
発
表

第
２
部

「
永
島
敏
行
さ
ん
を
囲
ん
で
」

・
永
島
敏
行
さ
ん
講
演
会
「
村
上
義

清
を
演
じ
て
」

・
質
問
コ
ー
ナ
ー
「
永
島
さ
ん
に
聞

い
て
み
よ
う
」

上
義
清
」
を
熱
演
中
の
俳
優
の
永
島

敏
行
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
演
じ
て

感
じ
た
義
清
像
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

講
師　

清
川
輝
基
さ
ん
（
長
野
県
男

女
共
同
参
画
審
議
会
長
、
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局

長
）

演
題　

え
っ
！
長
野
県
の
男
女
共
同

参
画
っ
て
、
最
低
レ
ベ
ル
？　

〜

世
界
は
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
〜

※
託
児
所
あ
り
ま
す

　

ご
希
望
の
方
は
、
11
月
19
日（
月
）

ま
で
に
、
下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
２
２
４
）

　

有
線
８
８
―
１
０
１
１

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
２
２
３
）

　

有
線
８
８
―
１
０
１
０

永島敏行さん

清川輝基さん

ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
と
永
島
敏
行
さ
ん
を
囲
ん
で

信
濃
村
上
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

男
女
が
共
に
創
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

女ひ
と

と
男ひ

と

ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
０
７
開
催
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　18歳以上27歳未満の男子
採用時期
　平成20年３月下旬～
待遇　陸上（技術系を除く）は２年、
陸上（系）・海上・航空は３年を
１任期として採用。１任期以降は
２年を任期として継続可能。また、
退職時には民間企業への就職斡旋
も行います。

◎問い合わせ先
　自衛隊長野地方協力本部
　長野地域事務所
　☎（０２６）２３５－６０２６
　ホームページ
　http://w2.avis.ne.jp/̃jsdf-nag

　標準営業約款制度は、法律で定め
られた消費者（利用者）を擁護する
ための制度です。厚生労働大臣認可
の約款に従って営業することを登録
した、理容店、美容店、クリーニン
グ店、めん類飲食店、一般飲食店で
は、店頭に「Ｓマーク」を掲げてい
ます。登録店は、安全・清潔・安心
を約束する信頼できるお店です。

◎問い合わせ先
　長野県生活衛生営業指導センター
　☎（０２６）２３５－３６１２

　12月４日～10日までの１週間は、
第59回人権週間です。平成19年度の
啓発活動重点目標は「育てよう一人
ひとりの人権意識－思いやりの心・
かけがえのない命を大切に－」です。
　この人権週間の一環として、人
権相談所を開設します。相談内容
は、いじめ・体罰・虐待などの子ど
もに関わる問題、親子・夫婦、近隣、
境界、借地・借家、相続の問題など、
日常困っていることについて何でも
相談に応じます。相談は無料で秘密
は固く守られますので、困っている
ことがあれば、この機会にご相談く
ださい。

日時　12月４日（火）
　　　午前９時～正午
場所　役場第４会議室（３階）
◎問い合わせ先
　企画政策課人権・男女共生係
　☎８２－３１１１（内線２２４）
　有線８８－１０１１

　入学金、授業料、教科書代、アパ
ートの敷金・家賃など、入学時や在
学時に必要となる資金を融資する公
的な制度として、国民生活金融公庫
の「国の教育ローン」があります。
融資金額は、学生・生徒１人につき
２００万円以内、利率は年２．５％
（平成19年９月12日現在）、返済期
間は10年以内です。
　詳しくは下記「国の教育ローン」
コールセンターまでお問い合わせく
ださい。
◎問い合わせ先
　国の教育ローンコールセンター
　０３－５３２１－８６５６
　ナビダイヤル
　０５７０－００８６５６

　坂城町体育協会では自由参加のマ
レットゴルフ大会を開催します。参
加を希望する方は、事前申込は不要
ですので、当日会場へお集まりくだ
さい。多くのご参加をお待ちしてい
ます。
日時　11月18日（日）
　　　受付：午前８時まで
　　　開会：午前８時30分
場所
　鼠橋運動公園マレットゴルフ場　
　（若鮎コース）
参加資格
　町内在住者及び町内勤務者
持ち物　スティック、ボール
※参加費無料
◎問い合わせ先
坂城町体育協会事務局（役場教育
文化課生涯学習係）
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

　長野県内の事業所で働く全ての労
働者と、労働者をひとりでも使用し
ている全ての使用者に適用される
「長野県最低賃金」が改正され、10
月21日から時間額６６９円になりま
した。
　最低賃金は、法律によって、地方
最低賃金審議会の答申を受け、国が
賃金の最低限度を定め、使用者は、
それ以上の賃金を労働者に支払わな
ければなりません。この機会に、ぜ
ひ賃金の確認をしてください。
　なお、対象となる賃金は、通常の
労働時間、労働日に対応する賃金で、
臨時に支払われる賃金、精皆勤手当、
通勤手当及び家族手当などは含まれ
ません。
◎問い合わせ先
　上田労働基準監督署
　☎２２－０３３８

訓練期間
　１年間（平成20年４月～）
募集科　機械加工科、電気工事科、
画像処理印刷科、木造建設科

募集定員　各科20人
応募資格　高等学校卒業（または同
等）以上の方

必要経費
・入校審査料　　　　２，２００円
・入校料　　　　　　５，６００円
・授業料（年額）１１８，８００円
・その他　教材費、作業服代、資格
取得などの経費などは自己負担で
年間十数万円程度

願書受付期間
　10月29日（月）～11月12日（月）
選考日　11月26日（月）
◎資料請求・願書提出先
　長野技術専門校
　〒３８８－８０１１
　長野市篠ノ井布施五明７５５－２
　☎（０２６）２９２－２３３１
　または最寄りのハローワーク

募集種目
　任期制自衛官（２等陸・海・空士）
試験日　11月23日（金）
　　　　１月26日（土）
受験資格

守ろう！確かめよう！最低賃金

体協祭マレットゴルフ大会

人権相談所をご利用ください

国の教育ローン

長野技術専門校
平成20年度入校生募集

任期制自衛官採用試験

標準営業約款制度を
ご存じですか
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　坂城高等学校での美術授業と部活
動で制作した作品を展示します。生
徒一丸となって取り組む、制作活動
への心意気を感じていただけること
でしょう。
　大勢の皆さんのご鑑賞をお待ちし
ています。
展示期間
　11月９日（金）～12月18日（火）
場所　坂城駅ギャラリー
出展数　22作品
◎問い合わせ先
　建設課都市・公園係
　☎８２－３１１１（内線１７７）
　有線８８－１０１７

　武田信玄・上杉謙信・村上義清が
戦いの火花を散らした戦国舞台や、
史跡を、２日間をかけて歩いて巡り
ます。１日のみの参加もできますの
で、ぜひご参加ください。
１日目は上田城跡公園から上山田温
泉公園まで。２日目は千曲市戸倉庁
舎から八幡原史跡公園までです。
日時　11月23日（金）、24日（土）
　　　午前９時～
参加費　大人１，０００円（各日）
　中学生以下５００円（各日）
※参加には申込が必要です。詳しく
は下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ先
　風林火山ウォーキング事務局
　☎（０２６）２２８－８５５２

　11月12日（月）から18日（日）は
「女性の人権ホットライン」強化週
間です。職場内の男女差別やセクシ
ャルハラスメント、夫やパートナー
からの暴力（ドメスティック・バイ
オレンス）、ストーカーなどの女性
に対するあらゆる人権侵害について
の相談に応じます。相談は無料で秘
密は固く守られます。ひとりで悩ま
ずにご相談ください。
受付時間
　午前８時30分～午後７時（土曜・
日曜日は午前10時～午後５時）
◎ホットライン番号
　０５７０－０７０－８１０　

園屋内ゲートボール場）
　11月24日（土）
　午前10時～（各回とも）
募集人員　18人（12日、26日）
　　　　　100人（24日）
参加費　３，０００円
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２－０１４１

　町内商店が日頃のご愛顧にお応え
し、期間限定特別大セールを行いま
す。11月15日（木）までの期間中、
協賛店で買い物をした方に「お買い
物福引券」を差し上げ、感謝祭イベ
ントの中で、豪華景品の当たる抽選
会を開催します。
　また、プロの似顔絵師によるイベ
ントパフォーマンスなど、一日中楽
しめる企画が盛りだくさんです。
感謝祭イベント開催日時
　11月17日（土）
　午前10時～午後４時
場所　文化センター体育館
内容
　抽選会、フリーマーケット、ピエ
ロパフォーマンスほか
主催　坂城町商工会
◎問い合わせ先
　坂城町商工会
　☎・有線８２－３３５１

　面接タイム、ゲーム（景品あり）、
ビュッフェタイムの食事（アルコー
ルあり）など、夜景を眺めながら楽
しいひとときを過ごしませんか。
日時　12月１日（土）
　　　午後３時30分～午後８時
場所　ホテルメトロポリタン長野
募集人数
・独身男性　25人（45歳までの千曲
市・坂城町に在住または勤務の方）
・独身女性　25人（45歳まで、居住
地制限なし）
参加費　男性５，５００円
　　　　女性３，５００円
◎申込・問い合わせ先
　坂城町社会福祉協議会
　☎・有線８２－２５５１

　11月は固定資産税（第４期）、国
民健康保険税（第５期）及び介護保
険料（普通徴収）（第５期）の納付
月です。
　納期限までに最寄りの金融機関で
納入してください。口座振替は、11
月30日（金）に指定口座より振替し
ますので、残高をご確認ください。
　納付方法や口座の変更を希望され
る方は、11月19日（月）までに下記
へご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

　ねずみ大根振興協議会では、今年
もねずみ大根の収穫体験を実施しま
す。旬のねずみ大根を袋いっぱいに
収穫してみませんか。
日時　11月17日（土）
　　　午後１時30分～３時
場所　坂城インター線付近のほ場
参加費　１，０００円（当日現地受
付までお持ちください）

駐車可能台数　40台
持ち物　包丁、長靴、軍手など
※申込不要、人数制限なし
◎問い合わせ先
　産業振興課産業振興係
　☎８２－３１１１（内線１５２）
　有線８８－１０３６

　今年収穫した坂城産のねずみ大根
を使った沢庵漬けです。会場は農産
物加工センター、スパークさかきの
２か所で行います。参加費にはねず
み大根５kg、樽代、うどん券が含
まれています。ご進物にも喜ばれる
ねずみ大根沢庵漬けを作ってみませ
んか。
場所・日時
・びんぐしの里農産物加工センター
11月12日（月）、26日（月）
・スパークさかき（びんぐしの里公

固定資産税などの納入
11月の納期限は
　11月30日（金）です

インフォメーション

ときめきクリスマス
参加者募集

坂城高校絵画・工芸作品展

第８回ねずみ大根 !!
パワーアップツアー（収穫体験）

ねずみ大根沢庵漬け体験教室

お客様大感謝祭
～いつもありがっとぉ　
　　豪華景品 山の如し～

信州・風林火山ウォーキング
参加者募集

女性の人権ホットライン
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10
月
13
日
（
土
）
、
坂
城
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
い

き
い
き
健
康
づ
く
り
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
信
州
大
学
医
学
部
付
属
病

院
長
で
現
信
州
大
学
学
長
の
小

宮
山
淳
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
た
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
〜
い
き
い
き
と
充

実
し
た
人
生
を
楽
し
む
た
め

〜
」
の
ほ
か
、
現
況
報
告
と
し

て
、
町
、
学
校
、
企
業
、
勤
労

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
代
表

者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
血
圧
測
定
・
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
当
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
「
健
康
づ
く
り
」
の
大
切

さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
、
そ
の
影

響
か
ら
く
る
医
療
費
の
増
大
な

ど
、
「
健
康
」
に
ま
つ
わ
る
社

会
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が

始
ま
り
、
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
医
療
保
険
被
保
険
者
に
健
診

及
び
指
導
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
、
病
気
の
「
予

防
」
に
重
点
を
置
き
、
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
健
康
指
導
・
健
診
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
な
ど
の
充
実
に
よ
る
「
健

康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　

10
月
４
日
（
木
）
、
「
坂
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
タ
ン

グ
ラ
ム
絵
画
展
表
彰
式
」
が
開
か
れ
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
創
造
学
園
大
学
学
園
長
の
広
中
平
祐
さ
ん
に

よ
る
「
広
中
賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

今
回
の
タ
ン
グ
ラ
ム
は
、
左
図
の
よ
う
に
三
角
形

を
７
つ
に
分
割
し
た
図
形
を
組
み
直
し
、
意
味
の
あ

る
形
を
作
り
だ
す
も
の
で
す
。
当
日
は
、
町
内
外
か

ら
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
者
へ
、
広

中
さ
ん
か
ら
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
５
日
（
金
）
に
は
、
広
中
さ
ん
に
よ
る
、
村
上

小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
し
た
特
別
授
業
「
算
数
大

好
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
の
中
で
は
、
１
、

２
、
３
、
４
…
と
続
い
て
い
く
数
字
の
中
か
ら
素
数

を
選
び
出
す
「
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
篩
（
ふ
る
い
）
」

と
呼
ば
れ
る
方
法
に
つ
い
て
勉
強
し
、
児
童
た
ち
は
、

出
題
さ
れ
る
問
題
を
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
解
い
て

い
ま
し
た
。

タングラム絵画展
広中賞授賞式

◀今回の原図

《広中賞最優秀賞受賞者》
（小学校低・高学年、中学校の部）
小学低学年の部
小出　直樹さん（坂城小学校３年） 作品名「ねずみ」
小学校高学年の部
宮原　大輝さん（坂城小学校６年） 作品名「スライディング」
中学校の部
笠井　真希さん（屋代中学校２年） 作品名「にんじん」

健康フロンティア事業
いきいき健康づくりのつどい
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10
月
９
日
（
火
）
、
農
林
水
産
省
講
堂
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
平
成
19
年
度
農
山
漁
村
い
き
い

き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
式
」
に
お
い
て
「
上
平
を
元

気
に
す
る
会
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
、
同
会
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た

遊
休
農
地
の
活
用
や
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工
、

伝
統
文
化
の
研
究
・
伝
承
な
ど
の
、
地
域
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
同
会
の
滝
澤
巌
会
長
は
「
今
は
、
地
域

の
後
継
者
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
。

一
度
町
外
に
出
て
行
っ
た
若
者
た
ち
が
、
ま
た
戻

っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
『
ふ
る
さ

と
』
を
つ
く
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、

町
全
体
に
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
」
と
、

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
（
土
）
、
「
第
21
回
福
祉
ふ
れ

あ
い
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
中
は
、
大
根
な
ど
の
野
菜
や
、
う
ど
ん
、

猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
シ
シ
鍋
、
新
幹
線

ト
ン
ネ
ル
横
坑
を
利
用
し
た
「
原
木
き
の

こ
」
な
ど
の
販
売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、

高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
村
上
小
学

校
鼓
笛
隊
や
千
曲
川
坂
城
陣
太
鼓
の
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
、
坂
中
吹
奏
楽
部
や
宝

池
月
影
寮
利
用
者
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
に
加
え
、
漫
才
師
の
林
家
ラ
イ
ス
・

カ
レ
ー
子
さ
ん
の
漫
才
が
行
わ
れ
、
会
場
い

っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
観
客
の
皆
さ
ん
を
大
い

に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
（
日
）
、
千
曲
市
戸
倉
体
育
館
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
「
千
曲
交
通
安
全
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
大
会
軟
式
野
球
の
部
」
に
お
い
て
、
坂

城
町
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
『
坂
城
ガ
ッ

ツ
』
の
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
第
３
位

と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
特
に
Ａ
チ
ー
ム

（
主
に
６
年
生
）
は
、
初
戦
か
ら
決
勝
ま
で
全
試

合
完
封
勝
利
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
監
督
は
「
こ
の
成
績
は
、
練
習
の
成

果
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
指
導
者
・
役
員
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
一
体
と

な
っ
た
結
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
野
球
少
年
た
ち
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
城
町
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
随

時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
軟
式
野
球
に
興
味

が
あ
る
お
子
さ
ん
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

下
地
さ
ん　

 

☎
・
有
線
８
２
―
７
７
６
０

カメラリポート

上平を元気にする会
農山漁村いきいきシニア活動表彰奨励賞を受賞

秋晴れの空の下
第21回福祉ふれあいのつどい開催

坂城町軟式野球スポーツ少年団
『坂城ガッツ』Ａチームが２年ぶり２度目の優勝
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青
少
年
の
ひ
ろ
ば

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

■
発
行
・
編
集

　

坂
城
町
青
少
年
を
育
む
町
民
会
議

2007.11
NO.55

町
内
２
地
区
で
通
学
合
宿
開
催

通
学
合
宿
と
は
…

　

小
学
生
た
ち
が
地
域
の
公
民
館
な
ど
に
寝
泊
り
し
て
共

同
生
活
を
送
り
、
学
校
に
も
通
い
な
が
ら
、
地
域
の
つ
な

が
り
や
自
主
性
を
育
む
事
業
で
、
坂
城
町
内
で
は
平
成
17

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
日
名
通
学
合
宿

子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
か
ら
…

６
年　

春
日
有
里
子

　

24
日
「
通
学
合
宿
」
が
始
ま
っ
た
。

「
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
」
と

い
う
言
葉
が
頭
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と

ま
わ
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
ん

な
不
安
は
い
ら
な
か
っ
た
。
「
何
か

手
伝
う
こ
と
あ
る
」
と
５
年
生
が
進

ん
で
聞
い
て
き
た
り
し
て
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
や
る
こ
と
で
時
間
を
有

効
に
使
え
た
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
、
い
つ
か
生
活

な
ど
で
い
か
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
う
し
、
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た

と
私
は
思
っ
て
い
る
。

５
年　

金
子
愛
結
美

　

私
に
と
っ
て
、
友
達
と
い
っ
し
ょ

に
朝
食
・
夕
食
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、

夜
に
い
っ
し
ょ
に
ね
た
り
す
る
事
は

私
に
と
っ
て
初
め
て
で
す
。

　

最
初
は
「
長
い
な
」
と
思
っ
て
い

た
の
が
終
わ
っ
た
後
は
「
早
か
っ
た

な
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
い
い
け
い
け
ん
に
な
り
ま
し

た
。
大
人
の
人
達
に
も
か
ん
し
ゃ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

上
平
地
区
で
は
９
月
18
日
か
ら
20

日
ま
で
の
３
日
間
で
通
学
合
宿
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
上
平
の
通
学
合
宿

は
、
今
年
で
３
年
目
を
向
か
え
、
町

内
で
は
先
駆
け
の
地
区
で
あ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
多

勢
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
25
名
の
子
ど
も
が
参
加

し
、
地
域
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
の

協
力
の
も
と
、
貴
重
な
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

４
年　

中
原　

杏
美

　

９
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
通
学

合
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち

４
年
生
は
初
め
て
の
通
学
合
宿
で
し

た
。
自
分
た
ち
で
朝
ご
は
ん
や
夜
ご

は
ん
を
作
る
の
は
、
た
い
へ

ん
で
し
た
。
で
も
お
母
さ
ん

上
平 

通
学
合
宿

子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
か
ら
…

　

６
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日

間
、
南
日
名
地
区
で
初
め
て
の
試
み

と
な
る
通
学
合
宿
が
開
催
さ
れ
、
地

区
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

７
名
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

少
な
い
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
全
員

で
協
力
し
て
す
べ
て
に
取
り
組
み
、

３
日
間
で
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
お

う
ち
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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大　　　会　　　結　　　果

おおぎくぼ
Ａコース

おおぎくぼ
Ｂコース

テクノさかき
Ｃコース

テクノさかき
Ｄコース

優　勝 上平Ｂ 苅屋原元気
キッズ

あみかけ
キッズ

なまか
（新町）

準優勝 エル(坂端) KIRA×2
キッズ（込山）

ミッキーマウス
チーム（小網） 上平A

３　位 ひまわりキッ
ズ（北日名） 武田軍（鼠） よしきよ

（大宮） 町横尾２

が
す
ご
く
た
い
へ
ん
な
ん
だ

な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
な
の
で
、
家
で
も

お
母
さ
ん
の
つ
か
れ
が
と
れ
る
よ
う

に
手
伝
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

６
年　

滝
沢　

燎

　

ぼ
く
は
今
年
も
、
通
学
合
宿
に
行

き
ま
し
た
。
今
年
で
３
年
目
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
今
年
は
一
番
楽
し
か

っ
た
で
す
。
自
由
時
間
や
、
ご
飯
を

作
る
時
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ね
る
の
は
い
つ
も
12
時
く
ら
い
に

ね
て
し
ま
い
朝
起
き
る
の
が
す
ご
く

大
変
で
し
た
。

　

１
日
目
よ
り
も
２
日
目
の
方
が
だ

ん
だ
ん
み
ん
な
協
力
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
通

学
合
宿
が
な
く
て
残
念
で
す
。

　

環
境
部
会
で
は
、６
月
６
日（
水
）

に
、
町
内
の
落
書
き
消
し
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。作
業
に
は
、宮
崎
憲
子

環
境
部
会
長
を
中
心
に
、
少
年
友
の

会
の
会
員
の
方
々
が
集
ま
り
、
日
差

し
の
強
い
中
、町
内
の
２
箇
所
で
落

書
き
を
消
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
近
く
の

ガ
ー
ド
下
の
落
書
き
は
、
周
囲
か
ら

も
要
望
が
強
く
あ
が
っ
て
い
た
箇
所

で
、
今
後
も
注
意
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
（
土
）
、
毎
年
の
恒
例

行
事
と
な
っ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
南
条
地
区
を
会
場
に
、

南
条
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
入

横
尾
公
民
館
を
折
り
返
す
「
お
お
ぎ

く
ぼ
コ
ー
ス
」
と
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
を
折
り
返
す
「
テ
ク
ノ
さ
か
き

コ
ー
ス
」
に
別
れ
、
町
内
の
育
成
会

か
ら
集
ま
っ
た
56
チ
ー
ム
約
２
７
０

名
の
小
学
生
が
、
コ
マ
図
だ
け
を
頼

り
に
南
条
地
区
の
道
を
回
り
ま
し
た
。

　

秋
の
爽
や
か
な
天
気

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

は
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表

情
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
目
指
し
な
が
ら
歩

い
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
の
コ
ー
ス

別
の
結
果
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

▲テクノさかき駅近くのガード下

町
内
の
落
書
き
を
一
斉
清
掃

青
少
年
健
全
育
成
交
流
会

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

入
横
尾
の
高
速
道
路
の
壁
面

15



　給食で中骨のある魚をだしたところ、なかなかきれいに食べられない子が多くいました。魚には体に
必要な栄養がたくさん含まれています。家庭で魚を食べるときに、参考にしましょう。

　はしで魚の中心を、
頭の方からしっぽの方
へ少し強くおさえてい
きます。上下のひれを
とります。 　おさえたところから

身がとれやすくなって
います。食べやすい大
きさにしながら、いただ
きます。

　はしで下の身をお
さえて、左手でしっぽ
をそっと持ち上げると、
骨だけはずれてきま
す。 　はずれた骨を皿の

上におき、身を食べや
すい大きさにはしで
切っていただきます。

最
近
の
事
件
発
生
状
況

　

９
月
中
に
町
内
で
発
生
し
た
事
件

は
▼
忍
び
込
み
１
件
▼
出
店
荒
ら
し

１
件
▼
空
き
巣
狙
い
１
件
▼
脱
衣
所

荒
ら
し
１
件
▼
万
引
き
２
件
▼
色
情

盗
１
件
▼
自
動
車
盗
１
件
▼
自
転
車

等
２
件
、
合
計
10
件
の
盗
難
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
万
引
き
に
つ
い
て

は
、
少
女
２
人
と
成
人
１
人
を
補
導

検
挙
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
盗
は
、

無
施
錠
で
と
め
て
お
い
て
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。
確
実
に
施
錠
し
て
、

自
分
の
物
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
忍
び
込
み
出
店
荒
ら
し
は
、

い
ず
れ
も
未
遂
で
し
た
。

遺
失
物
法
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
12
月
10
日
よ
り
、
落
と
し
物

や
拾
い
物
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま

す
。
▼
拾
わ
れ
た
物
の
保
管
期
間
が
、

６
ヶ
月
か
ら
３
ヶ
月
に
短
縮
▼
拾
わ

れ
た
物
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
▼
個
人
情
報
の
入
っ
た
携
帯

電
話
な
ど
は
、
拾
っ
た
人
が
所
有
権

を
取
得
で
き
な
い
▼
公
共
交
通
機
関

や
店
舗
な
ど
多
く
の
拾
い
物
な
ど
取

り
扱
う
事
業
者
は
、
特
例
施
設
占
有

者
と
し
て
、
一
定
の
条
件
の
も
と
拾

い
物
を
そ
の
機
関
や
店
舗
で
保
管
で

き
る
▼
傘
や
衣
類
な
ど
は
、
２
週
間

以
内
に
落
と
し
主
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
売
却
で
き
る
▼
犬
・
猫
は
、
遺

失
物
法
の
対
象
外
と
な
り
、
都
道
府

県
が
引
き
取
る
。

坂城町交番  ☎・有線８２－２００８
交番だより交番だより

　

「
Ｄ
ｏ　
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

〜
今
輝
く
の
は
君
だ
〜
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
９
月
21
日
、
22
日
の
２

日
間
、
第
41
回
大
峰
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
自
分

ら
し
く
輝
け
る
大
峰
祭
に
し
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
願
い

ど
お
り
準
備
か
ら
本
番
に
至
る
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
輝
き
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
全
体
が
団
結
す
る
こ
と
で
、

勝
つ
こ
と
よ
り
も
大
切
な
も
の
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
体
育
祭
。
各
ク
ラ

ス
の
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
体
育
館

を
包
み
、
合
唱
の
楽
し
さ
を
実
感
し

た
音
楽
会
。
そ
し
て
何
よ
り
大
峰
大

賞
の
活
動
で
は
、
委
員
を
中
心
に
呼

び
か
け
を
し
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
一
生

懸
命
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
回
収
物
の
活
動
で
は
地
域
の

皆
様
に
も
御
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
町
へ
車
イ
ス
と
ベ
ン
チ

を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
た
く
さ
ん
の
輝
き
と
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
峰
祭
を
大
成

功
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
築
い
て
下
さ
っ
た
40
回

と
い
う
長
い
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
今

年
度
私
達
は
新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
峰
祭
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
…

　

来
年
度
へ
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

学校だより学校だより
坂城中学校　３年１組　西澤真歩

「５０３の輝き」

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９
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［時間正確に集合してください］
グループに申し込まれた方は次のグループに
お出かけください。

内　　　容 時　間

1日㈭ 図書の交換日…前日の午前中までに
絵本を返却してください。 午前10時

2日㈮ つくしんぼ教室　「びんぐし.公園」
（会員のみ）現地集合 午前10時

5日㈪
おひさま広場「どんぐりひろい」
持ち物：おにぎり、果物、飲み物、
シート

午前10時

7日㈬ １才までの子育て＆あそび〈新規・クッ
キー会員〉　持ち物：バスタオル 午前10時

13日㈫ 親子リトミック…中沢敏江先生
持ち物：上履き（親子とも） 午前10時

14日㈬ すくすく広場 「おはなしでてこい」
（どんぶらこ劇場） 午前10時

16日㈮ 親子コンサート 午前10時

20日㈫ ボランティア懇話会 午後１時

21日㈬ １才までの子育て＆あそび　（クッ
キー会員）　持ち物：バスタオル 午前10時

27日㈫ 乳幼児の救急法講座 午前10時

28日㈬ マザーリーフの会 午後1時30分

30日㈮ 子育てグループ合同バザー 午前10時
開店

今月の
相談日

細江相談員　7日、14日、21日、28日(水曜日)
 　　　　　　午前９時30分～午後４時30分
希望される方は事前に連絡をお願いします！

赤ちゃん小組（毎週月曜日）

５日：助産婦さんのおはなし　12日：お休み
19日：ママストレッチ　　26日：お散歩
リーダー：竹内安由美さん　☎82-5274

リズム小組（第１月：支援セ　第３金：戸外）

５日：赤ちゃん小組と合同　
12日：親子リズム　16日：図書館へ行こう！
リーダー：依田　映さん　　☎ 82-6629

サークルどんぐり（第１・３火曜日）

６日：新聞ビリビリあそび　20日：お散歩
リーダー：滝澤利恵子さん　☎82-0513

スコーレ母親教室（第２火曜日）

16日：金子通子先生と子育てトーク
（場所：金井振興センター）
リーダー：太田とよ子さん　☎82-6027

まざーぐうす（毎週木曜日）

１日：きのこ公園　８日：あそび（武道館）
15日：あそび（武道館）　　22日：あそび（文
化セ）　29日：あそび（文化セ） 
リーダー：古谷いずみさん　☎82-8266

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

９日：秋の料理講習会　23日：お休み 
リーダー：亀岩真紀さん　☎82-7081

　今年度第３期は、11月７日～１月９日までの５回
コースで、“クッキーグループ”にしました。募集人
数は10組前後の親子です。１才未満のお子さんがい
らっしゃるお母さん！ 毎日のお子さんとの接し方に
ついて一緒に学んでみませんか。詳しくはセンターま
でお問い合わせください。

１才までの子育て＆あそび
新規募集！

◆時間:午前9時～正午
◆場所:子育て支援センター
　　　　（まざーぐうすは文化センター）
あそびにきたい方へ：土曜・日曜・祝祭日以外は開館し
ています（午前９時～正午、午後２時～４時30分）。
今月、午前があいている日は１日、５日、22日、28日、
29日です。午後はお昼寝時間の後があいています。た
だし、会議のため20日、28日は使えません。 

◆場所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭き

も）、ティッシュ、タオル（ハンカチ）
※取り替えたおむつ、パンツ、出たごみ他持ち物は
忘れずに持ち帰りましょう！

　朝夕と昼間の気温差が大きく、少しず
つ冬に向かうこの時期は、衣服の調節も
難しいですね。風邪をひかないようにと、
つい厚着になってしまいがちですが、お
子さんの体調にあわせて、できるだけ薄
着で過ごすようにしたいですね。親子で
体をたくさん動かして、元気に遊び、丈
夫な体づくりに心がけましょう。

子育て支援センターだより子育て支援センターだより子育て支援センターだより
子育て支援センター　☎・有線８２－２２９１
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※診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は電話、新聞などで確認をしてください。

粗大ごみの回収

相談日　　　11月

まちのうごき 平成19年10月１日現在

 世帯数 ５,７４２世帯 （＋３）
 人　口 １６,４２４人　 （－５）
  男 ８,０５２人　 （－３）
  女 ８,３７２人　 （－２）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故 平成19年9月30日現在

　　件　数 ７０件 （－８）
　　死　者 ０人 （±０）
　　負傷者 ９４人 （－23）

※（  ）は前年比

当番医（医科・歯科）

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047１１月の健診

（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（平成19年７月生）
　22日（木）午後１時集合
７か月児健康相談（平成19年４月生）
　20日（火）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成19年１月生）
　29日（木）　午前９時30分集合
２歳児健康相談（平成17年７月・８月生）
　６日（火）　午前９時30分集合
３歳児健康診査（平成16年５月16日～７月12日生）
　16日（金）  午後１時集合

BCG予防接種 29日㈭（受付時間午後１時30分～１時50分）

18日㈰
午前８時30分～10時
びんぐしの里公園駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

9日㈮
20日㈫

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

９日、20日とも司法書士による法
律相談をあわせて開設

年金相談 21日㈬
午前9時30分～午後3時
役場第１会議室（1階）

行政相談 15日㈭
午前９時～正午
役場第５会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

　

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
21
年
６
月
か
ら
既
存
の
住
宅
も
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
義
務
が
生
じ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

千
曲
坂
城
消
防
本
部

　

☎
（
０
２
６
）
２
７
６
―
０
１
１
９

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
15
日

11月3日㈯

4日㈰

11日㈰

18日㈰

23日㈮

25日㈰

12月2日㈰

9日㈰

松尾医院 【立　　　町】 ☎・有線  82－2013
あかいけ歯科クリニック 【　　鼠　　】 ☎   81－3377
荒川医院 【千曲市芝原】 ☎（026） 275－2360
こみやま歯科医院 【千曲市力石】 ☎ 81－7011
市川内科医院 【千曲市上山田】 ☎（026） 275－5515
しおいり歯科医院 【千曲市雨宮】 ☎（026） 273－8080
とぐらクリニック 【千曲市戸倉】 ☎（026） 275－0405
渡辺歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026） 272－1313
工藤医院 【千曲市磯部】 ☎（026） 275－1304
柳沢歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026） 273－5638
中島医院 【千曲市上山田】 ☎（026） 275－0111
宮坂歯科医院 【千曲市小島】 ☎（026） 272－0133
二階堂医院 【千曲市磯部】 ☎（026） 275－5582
林歯科医院 【千曲市上山田】 ☎（026） 275－1064
クリニックなかの 【千曲市上徳間】 ☎（026） 275－0633
宮島歯科医院 【千曲市粟佐】 ☎（026） 273－3064

火
は
見
て
る

　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
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町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

☆おはなし会　10日（土）午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　6日、20日（火）午後２時～ 講師：山口静枝さん
「源氏物語を読む」
　17日（土）午後２時～ 講師：塚田睦樹さん
「文章の書き方講座」
　24日（土）午後２時～ 講師：長島伸一さん

☆おすすめの本☆
千曲川の植物　
　千曲川の河原を歩く
　　（著：宮入盛男／ほおずき書籍）
　身近な自然となかよしになろう。里
山に負けないほど、植物の種類が豊
富な河川敷。千曲川に生息する植物
が、分かりやすく解説されています。

☆一般図書☆
・だれでもできる果樹の病害虫防除　ラクして減農
　　　（著：田代　暢哉／農文協）
・戦国時代諸英雄　武将たちの興亡誌
　　　（篇・著：村上博優／グリーン美術出版）
・定年から始める男の料理
　　　（著：北連一／実業之日本社）
・だしとスープがあれば　
　　　（著：有元葉子／文化出版社）
・クイズで楽しもう　ビックリ！意外日本地理
　　　（著：宇田川勝司／草思社）

・さかさのこもりくんとこふくちゃん
　　　（作・絵：あきやまただし／教育画劇）
・てんじ手作り絵本　つくっちゃ王
　　　（文：金子修　絵：ちふゆ／桜雲会）
・七人のお姫さま
　　　（著：中原淳一／国書刊行会）
・点と線のひみつ　考え方の練習帳
　　　（著：瀬山士郎／さえら書房）

□11月の催し物□

□新着図書□

11月の番組表

有 線

操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９
終了するとき　  ・   ・９ 4 0

チャンネル放送番組

音楽放送
ＦＭ長野
ＮＨＫ・ＦＭ
音楽放送
音楽放送/JA川柳（16日～）

1
２
３

　11／１～11／30チャンネル番号

4

４
５

◆有線本部
　☎82－3111（内222）　
　有線88－1000

番　組　名 内容／出演

２日㈮ こちら１１９番
正しい１１９番通報

消防署

４日㈰ 楽しい民話
きのこと大根おろし
込山　岡田由貴子さん

６日㈫ 税務署だより
税を考える週間
上田税務署

８日㈭ わが家の花は
元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

１１日㈰ 楽しい民話
たこの足おどり
金井　青木典子さん

１３日㈫ 信号は赤です
交通事故防止
坂城町交番

１５日㈭ 川 　 　 柳
ＪＡ文芸から

選者　中沢月人さん

１８日㈰ 楽しい民話
絵からぬけ出た白い馬
鼠　玉井かつ子さん

２５日㈰ 楽しい民話
母と夕日の部屋
北日名　春日秀子さん

２７日㈫ 明るい消費生活
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

■11月の休館日■　■休館日
日 月 火 水 木 金 土
＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 ＊

☆児童図書☆
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生
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で
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て
い
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。

■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画政策課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

　大空は食べることが大好きです。大きなお口
を開けて何でも美味しそうに食べます。
　最近は携帯電話やリモコンのボタンを押すこ
とが好きです。ママが「もしもし」と言うと、
電話を耳に当てて遊びます。
　これからも元気いっぱい遊ぼうね☆

　池内　大
そ ら

空 くん（1歳）
友也さん・佳代さん　〈大宮〉

すくすく育ってすくすく育ってすくすく育って

葛
尾
城
跡
に
よ
う
こ
そ
！

　

郷
土
の
名
将
・
村
上
義
清
の
居
城

「
葛
尾
城
跡
」
。
大
河
ド
ラ
マ
「
風

林
火
山
」
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
山

頂
に
あ
る
登
頂
記
録
を
見
て
も
、
遠

く
県
外
か
ら
お
越
し
の
方
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
信
州
大
学
学
長

の
小
宮
山
淳
さ
ん
が
訪
れ
る
な
ど
、

著
名
な
方
も
多
く
登
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
州
大
学
教
授
で
武
田
氏
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
笹
本
正
治
さ
ん
、
同

じ
く
信
州
大
学
教
授
の
中
嶋
聞
多
さ

ん
、
ま
た
世
界
的
数
学
者
で
創
造
学

園
大
学
学
園
長
の
広
中
平
祐
さ
ん
や
、

同
大
学
学
長
の
堀
越
大
哲
さ
ん
、
俳

優
の
永
島
敏
行
さ
ん
な
ど
が
訪
れ
、

山
城
の
険
し
さ
を
今
に
伝
え
る
「
堀

切
」
の
巧
み
さ
や
、
城
跡
か
ら
の
素

晴
ら
し
い
眺
望
に
感
激
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

秋
に
は
表
紙
に
あ
る
深
紅
の
楓
が
、

ま
た
春
に
は
城
跡
主
郭
を
覆
い
尽
く

す
ほ
ど
の
桜
が
登
山
者
を
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
郷
土
の

宝
・
葛
尾
城
跡
の
歴
史
深
い
味
わ
い

を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
18
日
（
木
）
、
村
井
仁

長
野
県
知
事
が
来
町
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
」
を
味

わ
っ
た
後
、
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

横
坑
を
利
用
し
た
「
原
木
き
の

こ
」
の
様
子
や
、
鉄
の
展
示
館
、

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
、
町

内
企
業
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
町
内
企
業
の
皆

さ
ん
と
の
懇
談
会
の
中
で
は
、

坂
城
の
工
業
や
観
光
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
活

気
溢
れ
る
坂
城
町
の
現
状
と
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村井長野県知事が来町

葛尾を訪れた小宮山淳さん(写真左から2番目)

葛尾からの眺望

さかき千曲川バラ公園を訪れる知事(写真左)
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